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【改訂】第 1 版（2009-03-23）
【科目】情報処理
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・2 年次
【担当教員】

牛田 啓太

【授業目標・教育方針】
　1 年次の「情報処理」を踏まえて，C 言語について以下のことを理解し，これらを使用してより高度なプログラム
を作成できるようになることが目標です。
- データ型と演算子
- 制御文
- ポインタと配列・文字列
- 標準ライブラリ関数
- 記憶の割り付け

【授業概要】
　1 年次の「情報処理」に続いて，C 言語によるプログラミングを学んでいきます。

■ 前期
　1 年次の復習を交えながら進めます。
　まず，C 言語における「型」の概念を扱います。C 言語でのさまざまな演算子を紹介します。
　if 文，while，do...while，for ループといった基本的な制御構造のほかに，多分岐するための switch 文を扱います。ま
た，繰り返しを中断したりスキップしたりする break 文，continue 文を紹介します。
　C 言語コンパイラとともに提供される標準ライブラリ関数について，数学関数，文字列関数を主に扱います。

■ 後期
　ポインタについて扱います。ポインタは，記憶装置内の場所を記憶する変数です。これにより，記憶装置の内容を，
名前の付いた「名前」ではなく，データのある「場所」で操作できます。C 言語におけるポインタは，配列変数と密
接な関係があり，文字の配列で表される文字列とも関わってきます。
　また，自動的・静的とも異なる，記憶クラスについて扱います。alloc() 系関数で記憶装置内に領域を動的に確保す
る方法と，その利用法を学びます。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：プログラミング言語 C・ANSI 規格準拠：B. W. カーニハン，D. M. リッチー；石田 晴久・訳：共立出版：978
-4320026926
参考書：独りで習う C：日向 俊二：翔泳社：978-4798108995
　上記のほか，オリジナルテキストを使用します。
　「参考書」は，1 年次「情報処理」で指定した教科書です。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
　講義に加えて，電子情報工学科棟の情報処理実習室でプログラミング実習を行います。

【メッセージ】
　2 年次までの「情報処理」で，構造体と関数へのポインタを除く C 言語の主要な部分が習得されます。
　「ポインタ」は，C 言語での難関のひとつです。一方で，ポインタを理解することで，C 言語を強力に使いこなすこ
とができます。「ポインタ」については，2 年次専門科目「マイコン」での，アドレッシングの考え方も参考になるで
しょう。
　講義を聞くだけでなく，プログラムを考え，実行し，理解していってください。

【備考】
　半期で 5 ～ 7 通の課題プログラムについてのレポートの提出を求めます。
　最新版への更新を含めて，C 言語プログラムの開発環境については，電子情報工学科スタッフに相談してください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：25%，その他：105 点満点として評価し，100 点を超えた場合の
評点は 100 点とします。
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：25%，その他：105 点満点として評価し，100 点を超えた場合の
評点は 100 点とします。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：情報処理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 4 データ型と演算子 C 言語の基本データ型を扱います。また，四則演算，
論理演算，ビット演算などの C 言語のさまざまな演算
子を学びます。

前期は，1 年次の復習
を並行して行っていき
ます。

5 ～ 7 制御の流れ if 文，while，do...while，for ループのほかに，多分岐
を行う switch 文を扱います。ループから抜け出す
break 文，ループをスキップして続行する continue 文を
紹介します。

8 ～ 11 ライブラリ関数 文字入出力，文字列操作，数学関数，乱数発生などの
ライブラリ関数を紹介します。

12 ～ 14 プリプロセッサ #define による記号定数のほかに，引数つきマクロ展
開，条件付きコンパイルなどを紹介します。

15 ～ 20 ポインタと配列 記憶装置内の場所を記憶するポインタの考え方を学び
ます。ポインタを関数に渡すことで，変数名でなく記
憶装置の「場所」を介して呼び出し元の変数の値を変
更できることを学びます。また，C 言語で，配列が記
憶装置の連続した領域に確保されることから，ポイン
タと配列の関係を学び，それを利用したプログラムを
扱います。

21 ～ 24 ポインタと文字列 C 言語では，文字列は，文字の配列として表現されま
す。したがって，文字列の処理には，ポインタを巧み
に使った処理が使われます。これらを学び，文字列処
理のアルゴリズムを見てみます。

25 ～ 28 メモリの動的確保 alloc() 系関数により割り付けられる記憶領域とその扱
いを学びます。これにより，「要素数を後から指定し
た配列」と同等のものができること，自動的でも静的
でもない記憶クラスが実現できることを紹介します。
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